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今
回
の
テ
ー
マ
は
「
少
子
高
齢
化
と

そ
れ
に
伴
う
地
域
課
題
」。
国
見
町
か

ら
愛
野
町
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
千
々
石

町
か
ら
南
串
山
町
ま
で
の
二
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
市
長
が
意
見
交
換
。
今
後
、

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
十

分
に
検
討
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
主
な
ご
意
見
な
ど
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３３
回
参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

坂
本
忠
一
（
吾
妻
町
）、
田
尻
虎

夫
（
愛
野
町
）、
宮
本
雅
博
（
国
見

町
）、
前
田
晴
男
（
瑞
穂
町
）、
田
口

加
代
子
（
吾
妻
町
）、
峯
健
二
（
愛

野
町
）、
宮
�
登
喜
子
（
瑞
穂
町
）、

吉
本
律
子
（
吾
妻
町
）、
林
田
喜
子

（
愛
野
町
）
竹
田
篤
信
（
国
見
町
）、

中
峰
富
男
（
瑞
穂
町
）、
仁
禮
秀
樹

（
吾
妻
町
）、
長
田
京
子
（
瑞
穂
町
）、

野
田
透
（
吾
妻
町
）

―
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
な
ど
―

○
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
腰
を

据
え
て
働
け
る
場
所
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
市
外
へ
の
流
出
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
と
思
う
。

若
者
が
市
内
で
働
け
る
よ
う
な
方
策

を
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
う
。
高
齢
者

も
働
け
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
作
り
出
せ
る

よ
う
な
方
策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

○
緊
急
通
報
装
置
は
、
外
に
出
た
場
合

に
は
対
応
で
き
な
い
。
何
と
か
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

○
結
婚
対
策
に
つ
い
て
、
今
の
人
た
ち

の
婚
活
は
、
な
か
な
か
素
人
で
は
難

し
い
と
感
じ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

農
家
の
場
合
は
、
ま
ず
、「
農
業
と

い
う
の
は
、
こ
ん
な
に
魅
力
が
あ
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ぜ
ひ
、
市
と
し
て
も
考
え
て
ほ
し
い
。

○
婚
活
事
業
は
、
県
や
市
で
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
周
知
が
ど

の
程
度
さ
れ
て
い
る
か
。
一
人
で
も

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
方
法
な
ど

を
、
も
う
一
歩
掘
り
下
げ
て
ほ
し
い
。

○
各
旧
町
の
公
民
館
と
い
う
の
は
、
人

が
集
ま
り
一
番
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
い
場
。
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
の
人
を
一
人
、
館
長
み
た
い

な
立
場
で
常
駐
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

○
少
子
化
で
、
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん
減

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
先
、
学
校

の
合
併
と
か
も
考
え
て
い
る
の
か
。

○
婦
人
会
の
会
員
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
っ
と
婦
人
会
で
力
を
出
し
て
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
た
い
と
思

う
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
難
し
い
…
。

○
自
治
会
の
活
動
か
ら
元
気
を
取
り
戻

す
と
い
う
よ
う
な
夏
祭
り
を
実
施
し

て
き
た
。
自
治
会
が
参
入
し
た
事
で
、

地
域
が
活
性
化
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
。

第
３４
回
参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

古
賀
大
八
郎
（
千
々
石
町
）、
川

原
辰
彦
（
小
浜
町
）
、
木
村
一
徳
（
南

串
山
町
）、
鈴
木
晴
代
（
千
々
石
町
）、

村
上
智
恵
子
（
南
串
山
町
）、
林
田

貴
三
江
（
千
々
石
町
）、
児
島
雄
洋

（
小
浜
町
）、
金
子
悦
子
（
小
浜
町
）、

池
田
敬
介
（
千
々
石
町
）、
西
田
真

由
美
（
南
串
山
町
）

―
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
な
ど
―

○
地
域
で
何
か
を
や
る
時
に
、
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
何
か
活
動
を
し
な
い

こ
と
に
は
つ
な
が
り
は
出
て
こ
な
い
。

ど
う
い
う
所
が
い
い
の
か
、
問
題
な

の
か
な
ど
を
洗
い
出
し
て
、
今
か
ら

や
る
こ
と
、
や
っ
た
方
が
い
い
こ
と

な
ど
を
、
地
域
の
中
で
話
を
し
な
が

ら
活
動
を
進
め
た
い
。

○
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害
の

時
に
、
独
居
老
人
に
ど
う
い
う
対
応

を
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

今
、
自
治
会
で
検
討
し
て
い
る
。

○
若
い
人
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て

き
て
、
祭
り
も
当
番
制
に
し
よ
う
と

い
う
話
が
出
て
い
る
。
し
め
縄
の
作

り
方
な
ど
が
分
か
る
人
も
、
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

○
伝
統
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
子
ど
も

が
こ
れ
だ
け
少
な
く
な
る
と
、
自
分

が
親
の
立
場
で
考
え
る
な
ら
ば
、
学

校
が
合
併
し
て
一
緒
に
な
っ
た
方
が

嬉
し
い
。
送
迎
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
児
童
や

生
徒
の
数
は
、
や
っ
ぱ
り
多
い
方
が

い
い
か
な
と
思
う
。

○
若
い
人
が
定
住
す
る
た
め
に
は
、
出

産
祝
い
金
や
医
療
費
助
成
な
ど
、
子

育
て
支
援
に
も
目
を
向
け
て
も
ら
え

れ
ば
い
い
と
思
う
。

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し
の
人
は
、

買
い
物
が
一
番
困
る
と
言
わ
れ
る
。

○
行
政
で
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、

草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

所
が
あ
る
の
で
、
何
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ま
で
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

○
近
所
の
人
が
去
年
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

で
知
り
合
わ
れ
、
結
婚
さ
れ
た
。
そ

う
い
う
機
会
が
少
な
い
若
い
人
に
も
、

行
政
の
方
か
ら
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
地
域
の
絆
や
、
も
と
も
と
存
在
す
る

地
域
力
を
い
か
に
引
き
出
せ
る
か
、

行
政
に
期
待
し
た
い
。
誘
導
で
は
な

く
、
接
着
剤
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
、

何
か
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

○
こ
れ
か
ら
、
市
民
協
働
が
必
要
だ
と

思
う
。
市
か
ら
、
住
民
に
お
金
だ
け

出
し
ま
す
よ
で
は
な
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
教
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。

○
高
齢
者
支
援
は
、
民
生
委
員
や
福
祉

事
務
所
、
社
協
な
ど
、
個
別
に
行
わ

れ
て
い
て
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
調
整
次
第
で
は
、
自
治
会
も
何

か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

広報・広聴

市長が動く、
まちが変わる、
みんなで変える

第３３・３４回
移動市長室

第３４回 移動市長室（小浜総合支所）

第３３回 移動市長室（吾妻町ふるさと会館）



11 平成23年12月�
●広報うんぜん�

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
意
見
や
提
案
を
、
気
軽
に
直
接

市
政
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
９
月
を
広

聴
月
間
と
し
て
、
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
２７
カ
所
に
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
約
１
カ
月
間
に
、

３２
通
（
内
容
件
数
３６
件
）
の
手
紙
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
皆

さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
す
べ
て
市
長

が
拝
見
し
、
匿
名
を
除
き
、
す
べ
て
の

人
に
文
書
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
提
案
な
ど
は
、
市

の
施
策
や
業
務
の
改
善
な
ど
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、
市
政
へ
の
貴
重
な
情
報

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
手
紙
の
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
っ
と
自
然
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

例
え
ば
、
雲
仙
火
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電
所
、
農
業
や
漁
業
へ

の
利
用
、
温
泉
地
で
の
自
家
用
発
電
設

備
や
温
泉
の
癌
治
療
を
研
究
す
る
先
進

的
な
施
設
の
建
設
、
農
業
や
家
庭
廃
棄

物
な
ど
を
用
い
た
燃
料
作
成
施
設
、
雲

仙
市
を
訪
れ
る
こ
と
で
温
暖
化
防
止
に

貢
献
で
き
る
こ
と
の
付
加
価
値
（
本
市

に
来
る
、
泊
ま
る
、
農
作
物
を
買
う
な

ど
、
雲
仙
市
に
関
わ
る
こ
と
が
、
地
球

温
暖
化
阻
止
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
で

き
る
と
い
う
証
明
書
な
ど
を
発
行
す

る
）
な
ど
。

（
５０
代
／
男
性
）

雲
仙
市
の
経
済
財
政
は
ど
う
な
の

か
？
今
後
ど
う
い
う
方
向
性
で
い
く
の

か
は
、
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
地
域
版
経
済
財
政
諮

問
会
議
を
設
立
し
、
行
政
と
議
会
と
第

三
者
で
あ
る
、
こ
の
会
議
か
ら
、
将
来

の
方
向
性
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
だ
が
、
作
っ
た
仕
組
み
を
実
行
す

る
の
は
、結
局
は
人
で
あ
る
。こ
う
い
っ

た
会
議
の
設
立
は
、
仕
組
み
づ
く
り
と

人
づ
く
り
の
両
方
が
生
ま
れ
る
の
が
狙

い
で
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
え
る
は
ず
で
あ
る
。（

３０
代
／
男
性
）

小
浜
町
は
、
人
口
に
対
し
て
店
舗
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
充
実
し
て
い
な
い
と

思
う
。
せ
っ
か
く
温
泉
も
あ
り
、
観
光

地
で
あ
る
の
に
、
愛
野
町
だ
け
ど
ん
ど

ん
盛
え
、小
浜
は
寂
し
く
感
じ
る
。も
っ

と
足
止
め
で
き
る
施
設
の
充
実
お
願
い

し
た
い
。
商
店
街
の
活
性
化
も
考
え
て

ほ
し
い
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
い
女
性
、

安
い
テ
ナ
ン
ト
料
。

（
４０
代
／
女
性
）

私
は
温
泉
に
行
く
の
が
好
き
で
す
。

若
い
女
性
は
、
買
い
物
や
ウ
ィ
ン
ド
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
好
き
な
の
で
、
小
浜

に
も
、
も
う
少
し
お
店
が
出
て
く
れ
る

と
良
い
な
と
思
う
。
か
わ
い
ら
し
い
ラ

ン
チ
や
散
歩
し
な
が
ら
、
つ
ま
め
る
ス

イ
ー
ツ
（
湯
せ
ん
ぺ
い
と
か
）
な
ど
…
。

も
っ
と
若
い
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
。

（
３０
代
／
女
性
）

小
学
校
の
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、

温
泉
の
面
白
さ
、
不
思
議
さ
、
楽
し
さ

を
体
感
・
体
験
で
き
る
１
泊
２
日
な
い

し
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・

立
案
し
、
県
内
の
小
学
５
年
生
で
実
施

し
て
い
る
宿
泊
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し

て
ほ
し
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
温
泉
た
ま
ご
づ
く

り
、蒸
し
料
理
で
夕
食
づ
く
り
、１
０
５

�
の
足
湯
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
釜
づ

く
り
（
蒸
し
料
理
が
で
き
る
）、
温
泉

の
不
思
議
さ
を
学
ぶ
科
学
教
室
、
普
賢

岳
登
山
、
歴
史
で
学
ぶ
温
泉
学
な
ど
。

温
泉
の
楽
し
さ
を
十
分
に
体
験
、
体

感
を
し
て
い
く
と
、
各
年
代
の
折
に
必

ず
、
一
人
で
、
あ
る
い
は
、
仲
間
や
恋

人
、
家
族
で
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ど

こ
の
温
泉
も
厳
し
い
の
は
、
子
ど
も
の

時
に
、
温
泉
の
良
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を

経
験
で
き
ず
、
大
人
に
な
っ
て
も
訪
れ

る
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
く
か
ら
だ
と

思
う
。
早
く
一
粒
の
種
を
ま
く
こ
と
を
、

心
よ
り
祈
っ
て
い
る
。（

６０
代
／
男
性
）

当
市
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
が

た
び
た
び
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
が
、
高
齢
で
独
居
の
故
、

参
加
し
た
い
…
と
思
う
講
習
会
に
も
、

な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
。

特
に
小
浜
の
場
合
乗
り
継
ぎ
が
不
便

で
、
暑
い
日
や
寒
い
日
、
嵐
の
日
な
ど

や
め
よ
う
…
と
思
う
こ
と
ば
か
り
。

講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
、
交
通
手
段

で
残
念
に
思
っ
て
い
る
者
に
、
小
型
の

車
で
も
配
慮
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

（
女
性
）

節
電
を
し
て
、
東
日
本
の
人
た
ち
の

た
め
に
し
て
ほ
し
い
。
み
ん
な
で
、
気

持
ち
の
よ
い
挨
拶
を
し
、
あ
い
さ
つ
日

本
一
を
目
指
そ
う
。

（
９
歳
／
男
性
）

６
月
２
日
の
長
崎
新
聞
に
記
載
さ
れ

た
「
長
年
親
し
ん
だ
朝
６
時
の
時
報
」

拝
読
し
て
、
ま
っ
た
く
同
感
し
て
い
る
。

特
に
、
学
生
、
勤
務
す
る
者
に
は
、

朝
６
時
の
時
報
は
、
起
点
と
し
て
助
か

る
。
多
く
の
人
か
ら
、
鳴
ら
し
て
ほ
し

い
と
の
声
を
聞
く
。

（
男
性
）

平成２３年度

まちづくり提案箱

【実施結果】
生活に密着したご意見
など３６件（３２通）

新春雲仙市中学生議会を開催！

将来のまちづくりを担う中学生が、行政への疑
問などを市長に質問し、中学生らしい思いや願い
をもとに、市政を熱く語ります。

■日 時 平成２４年１月１４日�
午前１０時～正午

■場 所 雲仙市議会議場
■参加者 市内中学校８校の生徒２５人
※傍聴希望者は当日、直接会場へお越しくださ
い。（席に限りがあります）
■問い合わせ
学校教育課（�３７‐３１１３）
政策企画課（�３８‐３１１１）

広報・広聴



２０１１年度・第４４回　全国優良読書グループ表彰

市内から全国優良読書グループ

　国見町の図書ボランティアグループ「おはなしの
へや　ぐりとぐら」（藤澤順子代表、会員１４人）が、
第４４回全国優良読書グループの表彰を受けました。
この表彰は、社団法人読書推進運動協議会が、毎年
「読書週間」（１０月２７日～１１月９日）の事業の一つと
して行っているもので、各都道府県の読書推進運動
協議会を通じて全国優良読書グループを表彰してい
ます。
　「おはなしのへや　ぐりとぐら」は、平成１１年に、
地域の子どもたちのために結成され、定期的に活動
しています。主な活動は、小学校や保育園、図書館
などでの「読みかたり」です。
　今後も、雲仙市の宝である子どもたちのために、
更なるご活躍が期待されます。

　秋の叙勲が発表され、市内から３人が選
ばれました（発令は、１１月３日付）。
　受章された皆さんを紹介します。

※写真は、承諾をいただいた人のみ掲載しています。

全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
西
日
本
地
区
大
会

地
区
大
会
を
経
て
全
国
大
会
へ

　１０月２日、第５回全日本テコンドー選手
権大会西日本地区大会が行われました。雲
仙市から出場した村山将人さん（雲仙市テ
コンドー協会会長）が、男子６３㎏の部で第
３位となり、来年２月２６日に東京都駒沢公
園運動場体育館で開かれる、第５回全日本
テコンドー選手権大会に出場します。

秋
の
叙
勲

荒
木
さ
ん
、
馬
渡
さ
ん
、
神
田
さ
ん　

栄
誉
に
輝
く

見事第３位に
輝いた村山さん

「おはなしのへや　ぐりとぐら」の皆さん

―旭日双光章―
《地方自治功労》

荒木 榮喜さん（愛野町）
（元愛野町議会議員）

―旭日双光章―
《観光事業振興功労》

馬渡 孝一さん（小浜町）
（（社）日本観光旅館連盟副会長）

―旭日単光章―
《地方自治功労》

神田 照憧さん（千々石町）
（元千々石町代表監査委員）

うんぜんニュース
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　１１月は、「千々石中学校第３６回卒業生
同窓会」の案内を通じて、「ふるさと納
税」のお知らせをさせていただきました。
ご協力ありがとうございました。

１７件件　数

８１７，０００円金　額

問い合わせ・申し込み

政策企画課（ふるさと応援寄付担当）
�３８�３１１１　ＦＡＸ３８�３５１４
http://www.city.unzen.nagasaki.jp

平成２３年度の合計（１０月末現在）

　１０月２６日、愛野保健福祉センターで、第１回雲仙
市子育て女性懇話会が開かれ、奥村市長から委員の
皆さんへ委嘱状が交付されました。
　この懇話会は、広く女性から子育て支援の意見や
考えを聞き、子育て支援施策への具体的な提言を求
めるため発足。雲仙市次世代育成支援行動計画に基
づき、「すべての親が安心して子育てができ、地域全
体で子どもを見守るまち」を基本理念とし、行政だ
けでなく、子育てにおける家庭の役割と地域、企業
の役割などを分担し、市民と行政の協働を目指すも
のです。
　懇話会では、市における子育て支援の現状につい
て説明を受けた後、現状における意見交換を行い、

懇話会での協
議テーマなど
について話し
合いが行われ
ました。

第１回雲仙市子育て女性懇話会

安心して子育てができるまちへ

意見交換を行う懇話会のメンバー

葉隠杯　佐賀県空手道選手権

久米拳斗くん　延長の末準優勝

　１０月２３日、佐賀市諸富文化体育館で葉隠杯佐賀県
空手道選手権が行われ、九州各地から総勢３４１人が
集い、熱戦が繰り広げられました。雲仙市からも、
久米拳斗くん（南串第二小）がチャンピオンクラス
小学校４年生の部に出場。決勝まで進みましたが、
延長戦の末、３対２の判定で惜しくも準優勝という

結果となりました。
　久米くんは、「１２月に
鹿児島県であるドラゴ
ンカップで優勝し、来
年の全日本大会に出場
したいです。そのため
にも、一生懸命に稽古
します」と話しました。

次の大会へ意気込む久米くん（中央）

　１０月２１日、ハマユリックスホールで島原
半島地区青年農業者連絡協議会意見発表大
会が行われました。半島内から１７人の青年
農業者（雲仙市内から７人）が意見発表を
行い、吾妻町青年農業者連絡協議会の立光
真一郎さん、愛の町農友会の鶴崎正敏さん、
国見町青年農業者連絡協議会の村里俊成さ
んの３人が、見事、優秀賞を受賞しました。
　入賞した皆さんは、来年２月に開かれる
県大会で、島原半島代表として発表を行い
ます。

市
内
か
ら
３
人
が
県
大
会
へ
進
み
ま
す

島
原
半
島
地
区
青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
意
見
発
表
大
会

（左から）立光さん、鶴崎さん、村里さん

ご
寄
付 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雲
仙
市
ふ
る
さ
と
納
税

１０月中に寄付をいただいた皆さま

金額出身地住所氏名（敬称略）

３０，０００円瑞穂町神奈川県長島　恵

（承諾していただいた項目のみ掲載）

ほか、１人から寄付をいただきました

●「雲仙市を応援したい」、「雲仙市のために
何かしたい」という想いを、ふるさと納税
（寄付金）という形でお寄せいただいてい
ます。そんな想いを持たれる、雲仙市の応
援者をご紹介ください。

　　　　　●ホットなニュースと市からのお知らせ
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